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今
年
の
５
、
６
月
は
、
記
録
ず
く

め
話
題
の
多
い
月
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
５
月
２．
日
、
関
東
で
は
１
７
３

年
振
り
の

「金
環
食
」
と
い
う
こ
の

上
も
な
い
天
体
シ
ョ
ー
に
早
朝
東
の

空
を
仰
ぎ
見
、
ま
た
２２
日
に
は
、
世

界

一
の
高
さ
を
誇
る

「東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
」
に
２０
万
人
を
超
え
る
人
々

が
詰
め
か
け
る
と
い
う
、
ま
さ
に
日

本
中
が
沸
き
か
え
る
フ
ィ
ー
バ
ー
ぶ

り
で
し
た
。

翌
６
月
２
日
の
「第
６０
回
横
浜
能
」

は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
能
楽
堂
に
大

勢
の
能
楽
愛
好
者
に
お
出
で
い
た
だ

き
、
還
暦
記
念
に
ふ
さ
わ
し
く
五
流

の
能
楽
師
総
出
演
と
い
う
特
別
企
画

で
大
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
の
横
浜
能
は
、　
一
日

の
限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
、
能
（部

郭

・
金
春
）

・
狂
言

（末
広

。
大
蔵
）

を
は
じ
め
、
素
謡

（翁

・
喜
多
）
仕

舞

（三
笑

・
観
世
）

一
調

（笠
之
段

。
梅
若
）
独
吟

（熊
野

・
金
剛
）
舞

囃
子

（融

・
宝
生
）
な
ど
能
楽
堂
の

皆
さ
ん
の
英
知
を
結
集
し
た
多
様
な

上
演
形
式
と
彩
り
豊
か
な
演
出
に

△
〓

長

藤

本

　

圭

佑

よ
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
も
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
、
偶
然
訪
れ
た
山
形

県
鶴
岡
市
黒
川
か
ら

〃
黒
川
能

〃
の

ご
案
内
を
受
け
緯
し
た
。　
一
度
は
是

非
訪
れ
に
は
て
直
に
こ
の
目
で
見
た

い
と
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「王
祇

祭
」
の
２
月
は
雪
深
く
馴
れ
な
い
私

に
は
と
て
も
叶
わ
ぬ
こ
と
と
思
っ
て

い
た
矢
先
、
６
月
３
日
と
４
日
、
鎌

倉

。
建
長
寺
か
ら

「黒
川
能
」
公
演

の
案
内
を
い
た
だ
き
、
２
日
の

「横

浜
能
」
か
ら
中

一
日
お
い
た
４
日
を

申
し
込
み
ま
し
た
。

当
日
の
建
長
寺
龍
王
殿
は
、
新
緑

の
薫
風
に
包
ま
れ
願

っ
て
も
な
い

勧
能
日
和
に
な
り
ま
し
た
。
黒
川
能

に
つ
い
て
は
、
幽
玄
４２
号
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
記
憶
に

あ
る
方
も
お
あ
り
と
思
い
ま
す
が
、

改
め
て
紹
介
し
ま
す
と
、

「黒
川
能
」

は
５
０
０
年
前
、
京
か
ら
庄
内
に
伝

わ
っ
た
能
で
、
現
存
の
五
流
の
能
と

同
系
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
流
派
に

も
属
さ
ず
い
わ
ゆ
る
民
族
芸
能
と
し

て
、
地
元
春
日
神
社

へ
の
信
仰
を
支

え
に
、
す
べ
て
農
民
の
手
に
よ
っ
て
、

生
活
の
中
で
伝
え
ら
れ
た
貴
重
な
文

化
財
で
す
。
演
目
は
、
狂
言

「瓜
盗

人
」
能

「八
島
」
、
黒
川
能
上
座
の

皆
さ
ん
の
出
演
で
し
た
。
想
像
ど
お

リ
プ
ロ
の
能
楽
師
の
能
狂
言
と
は
違

い
、
５
０
０
年
の
音
を
街
彿
と
さ
せ

る
素
朴
さ
に
溢
れ
る
も
の
で
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
現
地
で
再
会
し
た
い

と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。
い
ず

れ
に
せ
よ
能
、
狂
言
は
過
去
か
ら
贈

ら
れ
た
世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
伝
統

芸
能
で
あ
り
未
来
に
つ
な
げ
よ
う
と

の
思
い
を

一
層
強
く
感
じ
た
観
能
体

験
で
あ
り
ま
し
た
。

４
月
２３
日
に
は
横
浜
能
楽
連
盟
総

会
が
横
浜
市
観
光
局

・
池
尻
文
化
振

興
部
長
及
び
芸
術
文
化
振
興
財
団
よ

り
来
賓
の
臨
席
を
い
た
だ
く
な
か
で

開
催
さ
れ
、
役
員
改
選
の
結
果
、
私

が
会
長

（平
成
２４
ヽ
２５
年
度
）
に
再

任
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ

ご
協
力
を
賜
り
つ
つ
、
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
誠
心
誠
意

「連
盟
」
発

展
に
努
め
る
所
存
で
す
。

企
画
事
業
担
当
　
主
円
山
　
土
土
佑

平
成
２４
年
度
総
会

４
月
２３
日

（月
）
能
楽
堂
２
階
レ

ス
ト
ラ
ン
で
開
催
、
出
席
者
２
７
０

名

（委
任
状
提
出
者
を
含
む
）
で
会

は
成
立
し
た
。
（正
会
員
４
８
３
名
）
。

」

藤
本
会
長
挨
拶
に
続
い
て
、
来
賓

祝
辞
が
あ
り
、
会
長
が
議
長
と
な

っ

て
議
事
に
入
っ
た
。

議
案
の
審
議
は
、
１
号
議
案

「平

成
２３
年
度
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、

監
査
報
告
」
。
２
号
議
案

「平
成
２４

年
度
活
動
計
画
案
、
予
算
案
」
で
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

３
号
議
案

「役
員
の
改
選
」
は
改

選
の
為
総
会
は

一
旦
休
憩
し
、
理
事

に
よ
る
会
長
、
副
会
長
、
の
互
選
を

行
い
、
会
長
に
藤
本
氏
、
副
会
長
に

井
賞
、
吉
田
、
馬
場
、
の
３
氏
が
前

期
に
引
き
続
き
互
選
さ
れ
た
。

藤
本
会
長
を
議
長
と
し
て
総
会
が

再
開
さ
れ
、
役
員
の
交
代
に
よ
る
新

体
制
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

尚
、
藤
本
会
長
よ
り
、
理
事
の
交
代

が
報
告
さ
れ
、
新
任
理
事
５
氏
、
監

事
１
氏
が
承
認
さ
れ
た
。

新
任
理
事
は
、
喜
多
流
粟
野
氏
、

金
春
流
桝
山
氏
、
観
世
流
長
谷
川
氏
、

観
世
流
篠
原
氏
、
観
世
流
園
田
氏
、

新
任
監
事
に
、
観
世
流
小
田
切
氏
、

最
後
に
、
退
任
さ
れ
る
鈴
木
力
雄

氏
に
、
永
年
の
御
苦
労
に
対
し
感
謝

の
花
が
贈
呈
さ
れ
た
。

攀
～

華
ヽ

警
～

華
，ゝ

穣
～

藩
～

難
～

寒
く
′摯

第
１５
回
五
流
交
流
の
つ
ど
い

宝
生
流
　
北
見
　
康
成

平
成
２４
年
２
月
１８
日

（土
）
横
浜

能
楽
堂
に
て
第
１５
回

「五
流
交
流
の

つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
出
し
物
は
素
謡
１５
番
、

連
吟
６
番
、
仕
舞
７
番
、
独
吟
１
番
、

独
鼓
２
番
の
計
３．
番
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
出
演
者
の
合
計
は
約
３

０
０
人
と
な
り
ま
す
。
ま
た
今
回
は

い
つ
も
の
流
派
に
加
え
、
下
懸
宝
生

流
か
ら
も
出
演
頂
き
ま
し
た
こ
と
は

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
進
行
時
間

も
大
変
ス
ム
ー
ス
で
、
最
後
の
素
謡

「鞍
馬
天
狗
」

（宝
生
）
は
敢
え
て

予
定
の
範
囲
を
広
げ
５
分
多
く
致
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
終
了
予
定
時

間
の
１
分
前
に
終
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
各
流
派

。
社
中
に
時
間

厳
守
の
意
識
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
結

果
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

前
回
の
、
第
１４
回

「五
流
交
流
の
つ

ど
い
」
当
番
流
派

・
喜
多
流
が
作
成

し
た
電
子
化
さ
れ
た
運
営
記
録
と
、

更
に
昨
年
１０
月
の
第
２７
回

「横
浜
五

流
能
楽
大
会
」
で
金
剛
流
が
作
成
し

た
パ
ウ
チ
加
工
の
館
内
掲
示
物
は
当

番
流
派
の
担
当
と
し
て
も
大
変
有
難

く
助
か
り
ま
し
た
。
継
続
し
て
活
用

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「め
く
り
」
は
新
た
に
１８
枚
作
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
横
浜
能
楽

堂
に
保
管
す
る
延
べ
枚
数
は
８３
枚
と

な
り
ま
し
た
。

弁
当
の
予
約
申
込
数
と
駐
車
希
望

台
数
の
取
り
纏
め
を
各
流
派
の
責
任

者
に

一
度
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
集

計
結
果
、
弁
当
は
４４
個
、
弁
当
券
は

特
に
発
行
せ
ず
直
接
購
入
し
て
頂
き

ま
し
た
。
駐
車
希
望
台
数
は
１４
台
、

能
楽
堂

へ
は
希
望
者
の
氏
名
と
他
流

派

。
社
中
名
を
付
し
た

一
覧
表
を
提

出
し
、
特
に
駐
車
券
は
発
行
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
弁
当
と
駐

車
の
他
に
、
第
二
舞
台
の
使
用
順
序
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を
事
前
に
取
り
決
め
て
お
い
た
ら
ど

う
か
と
い
う
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
仕
舞
で
出
演
す
る
社
中
間
で

話
し
合
い
さ
れ
、
稽
古
順
を
決
め
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

履
物
管
理
と
し
て
は
、
今
回
は
楽

屋

へ
の
上
が
り
口
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

連
盟
本
部
か
ら
特
別
に
用
意
し
、

心
配
の
方
に
は
控
え
室
ま
で
持
参
し

て
頂
き
ま
し
た
。
特
に
問
題
は
な
い

よ
う
で
し
た
。

高
見
台
を
使
用
し
た
い
と
の
事
前
に

２
社
中
か
ら
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、

実
際
は
４
～
５
社
中
が
当
日
使
用
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
能
楽
堂
に
は
２

台
の
高
見
台
が
あ
る
の
み
で
す
。
今

後
の
使
用
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
心

配
さ
れ
ま
す
。

各
流
派
の
取
り
纏
め
責
任
者
に
は

大
変
ご
協
力
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
何
よ
り
も
会
が
無
事

盛
会
に
終
わ
り
ま
し
た
こ
と
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

率

ヽ

灘

～

籐

ヽ

権

′ゝ

警

ヽ

華

～

＊

～

華

～

警

謡
曲
の
仲
間
づ
く
り
を

宝
生
流
　
新
堀
　
由豆
彦

私
は
、
ま
だ
大
学
生
で
あ
っ
た
頃

か
ら
、
能
楽
連
盟
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
頂
い
た
。
理
由
は
簡
単
で
あ
る
。

父
が
宝
生
流
の
代
表
者
の

一
人
と
し

て
連
盟
の
役
員
に
ひ
っ
ば
り
出
さ
れ
、

当
時
稽
古
を
始
め
た
ば
か
り
の
私
は
、

そ
の
下
請
け
の
よ
う
な
形
で
、
事
務

的
な
こ
と
を
や
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

や
は
り
、
あ
の
時
代
で
も
、
若
い

人
は
あ
ま
り
能

上
詳
曲
に
関
心
が
な

く
、
辛
う
じ
て
大
学
に
能
楽
研
究
部

が
存
在
し
、
横
浜
で
は
、
横
浜
市
大

に
、
観
世
と
宝
生
を
中
心
に
部
活
動

が
行
わ
れ
て
い
た
く
ら
い
で
あ

っ
た
。

私
は
た
ま
た
ま
高
校
時
代
か
ら
稽
古

を
し
て
い
た
の
で
、
入
学
後
間
も
な

く
能
楽
研
究
部
に
参
加
し
た
。
同
期

の
井
田
勝
秀
君
が
大
変
熱
心
で
、
大

学
の
す
ぐ
側
に
居
住
さ
れ
て
い
た
木

村
鉄
治
先
生
を
お
願
い
し
、
１０
名
前

後
で
活
動
を
始
め
た
。
私
は
当
時
、

既
に
高
橋
進
先
生
に
つ
い
て
い
た
の

で
、
助
言
者
的
立
場
で
こ
の
部
活
動

に
協
力
し
、
大
学
祭
等
で
謡
曲
や
仕

舞
を
上
演
す
る
の
に
参
加
し
た
。

今
思
う
と
、
あ
の
時
代
に
よ
く
あ

れ
だ
け
の
メ
ン
バ
ー
が
集

っ
た
も
の

だ
。
宝
生
と
観
世
を
合
わ
せ
る
と
、

数
十
名
の
仲
間
が
集
ま
り
盛
況
で
あ
っ

た
。
今
日
で
は
能
楽
研
究
部
は
消
滅

し
て
影
も
形
も
な
く
な
り
、
Ｏ
Ｂ
会

の
み
盛
ん
で
あ
る
。　
一
回
だ
け
、
現

役
の
連
中
に
火
を
つ
け
よ
う
と
、
大

学
祭
の
時
に
大
講
堂
を
舞
台
に
し
て

両
流
の
Ｏ
Ｂ
で
半
日
、
謡
曲
と
仕
舞

を
懸
命
に
試
み
た
が
、
観
客
は
か
な

り
あ
っ
た
も
の
の
ほ
と
ん
ど
外
来
者

ば
か
り
で
、
現
役
の
学
生
諸
君
に
は

見
向
き
も
さ
れ
な
い
と
い
う
情
け
な

い
結
果
に
終
わ

っ
た
。

以
来
、
横
浜
市
大
で
は
能
楽
研
究

部
は
復
活
し
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ

て
い
る
。
ま
こ
と
に
残
念
至
極
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
い
が
、
何
か
よ
い

き
っ
か
け
で
も
な
い
限
り
、
難
し
い

こ
と
だ
と
思
う
。

・ｔ

若
い
人
た
ち
に
謡
曲
の
稽
古
を
始

め
さ
せ
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
難
し
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

各
流
同
じ
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
私
も
年

齢
的
に
限
界
が
来
て
お
り
、
も
う
火

つ
け
役
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

が
、
こ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
れ
ば
後
継

者
が
い
な
く
な
り
、
稽
古
人
口
は
減

少
の

一
途
を
辿
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
せ
っ
か
く
、
横
浜
に
は
立
派
な

能
楽
堂
が
出
来
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ

を
活
用
し
、
各
流
が
こ
ぞ

っ
て
後
継

者
作
り
に
努
力
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

わ
が
身
を
振
り
返

っ
て
、
こ
れ
だ

け
は
ど
う
も
成
功
し
な
か
っ
た

（宝

生
と
し
て
も
随
分
努
力
し
た
が
）
が
、

あ
き
ら
め
ず
に
ト
ラ
イ
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

警

～

華

′ゝ

華

′り

率

～

幸

～

華

～

華

～

率

～

華

私
の
謡
事
始

観
世
流
　
園
田
　
義
雄

謡
に
接
し
た
の
は
、
横
浜
能
楽
堂

で

「
み
ん
な
で
謡
う

認
局
砂
』
」
の

第
１
回
の
募
集
に
応
募
し
た
時
で
あ

る
。
喜
多
流
出
雲
康
雅
氏
の
指
導
の

も
と
、
１
月
に
参
加
者
全
員
に
よ
る

発
表
会
が
行
な
わ
れ
た
。
氏
の
随
筆

と
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
新
聞
を
会
社

の
役
員
に
見
せ
、
小
生
も
ワ
ン
ノ
ブ

ゼ
ム
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
だ
。

そ
の
後
、
横
浜
能
楽
堂
の

「初
め

て
の
謡
仕
舞
教
室
」
の
募
集
に
は

一

回
日
、
二
回
目
と
応
募
す
る
も
残
念

賞
、
そ
の
後
更
に
申
込
み
、
よ
う
や

く
参
加
を
許
さ
れ
た
。

謡
の
詞
章
を
理
解
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
掛
詞
、
縁
語
、
枕
詞
、
序
詞
、

係
語
な
ど
の
巧
み
さ
に
感
嘆
す
る
と

共
に
、
日
本
語
そ
の
も
の
の
美
し
さ

に
の
め
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
又
読

み
込
む
ほ
ど
に
、
昔
古
典
で
学
ん
だ

内
容
が
よ
う
や
く
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
正
に
謡
を
習

っ
た

御
蔭
で
あ
る

（遅
す
ぎ
た
か
な
―
）
。

謡
を
習

っ
た
こ
と
で
、
旅
の
楽
し

み
も
増
え
た
。
長
生
殿
は
適
わ
ぬ
と

し
て
も
、
五
條
大
橋
に
始
ま
り
、
小

督
縁
の
場
所
を
訪
ね
た
り
し
た
。

神
戸
出
張
の
折
は
、
用
件
を
片
付

け
た
後
、
１
人
西
に
向
い
、
青
葉
の

笛
を
訪
ね
、
須
磨
付
近
を

一
日
歩
き

回
っ
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
８
年

後
で
あ

っ
た
が
、　
一
の
谷
で
は
ま
だ

キ
ズ
跡
が
生
々
し
く
残

っ
て
お
り
、

自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
、
肌
で
感
じ
た

も
の
で
あ

っ
た
。

旧
跡
を
訪
ね
た
折
、
「謡
曲
史
跡
保

存
会
」
の
案
内
板
を
見
つ
け
、
謡
曲

の
縁
の
地
で
あ
る
説
明
を
読
む
と
、

今
ま
で
何
気
な
く
見
て
い
た
土
地
が
、

急
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
り
す
る
の

も
、
関
心
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
ろ
う
。

時
に
は
、
こ
こ
は
謡
に
出
て
く
る

場
所
だ
か
ら
、
案
内
板
に
は
ど
ん
な

説
明
が
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
期

待
し
て
み
る
も
、
全
然
見
つ
け
ら
れ

な
く
て
、
１
人
が
っ
か
り
す
る
こ
と

も
あ
る
の
だ
が
。

能
楽
は
、
文
楽
、
歌
舞
伎
と
共
に
、

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
日
本

の
伝
統
文
化
で
あ
る
。
自
然
を
愛
す

Ｌ

る
の
と
同
様
、
文
化
も
後
世
に
残
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

「謡
い
継
が
れ
て
い
く
謡
の
よ
う
に
」

＊

～

華

～

驀

～

藩

～

＊

く
′
＊

′ゝ

華

～

攀

～

驀

『景
清
』
の
こ
と

観
世
流
梅
若
会
　
菊
田
　
博

平
成
２３
年
１
月
、
歌
舞
伎
界
で
は

制
酌
姉
剌
櫛
斐
嚇
¨
跡
紳
鮮
魃
跡
助

が
上
演
さ
れ
話
題
に
な

っ
た
。

こ

れ
は
人
形
浄
瑠
璃

「壇
浦
兜
軍
記
」

の
中
の
三
段
目

「堀
川
問
注
所
」
通

称

「阿
古
屋
の
琴
責
め
」
と
い
い
、

そ
の
歌
舞
伎
版
で
あ
る
。
平
家
の
滅

亡
後
、
悪
七
兵
衛
景
清
は
東
大
寺
大

仏
殿
再
興
の
落
慶
式
で
頼
朝
暗
殺
を

企
て
た
が
失
敗
し
逃
走
し
た
。
鎌
倉

方
の
畠
山
重
忠
は
景
清
の
愛
人
で
あ

る
阿
古
屋
が
行
方
を
知

っ
て
い
る
か

ど
う
か
を
探
る
た
め
、
琴

。
三
味
線

・
胡
弓
の
三
曲
を
弾
か
せ
、
そ
の
音

色
に
す
こ
し
も
乱
れ
の
な
い
こ
と
か

ら
彼
女
の
無
実
を
知
り
釈
放
さ
せ
る
。

阿
古
屋
の
三
曲
の
演
奏
が
眼
目
で
、

歌
舞
伎
で
は
阿
古
屋
に
扮
す
る
女
形

の
た
し
な
み
が
発
揮
さ
れ
る
。

能
楽
の
世
界
で
は

「大
仏
供
養
」

（金
春
流
で
は
奈
良
詣
）
と

ヨ
示
清
」

が
あ
る
。
前
者
は
奈
良
東
大
寺
落
慶

供
養
で
源
頼
朝
の
命
を
狙
う
話
で
あ

り
、
又
後
者
は
日
向
の
国
に
流
さ
れ

た
景
清
が
訪
ね
て
来
た
娘
の
人
丸
に

か
っ
て
の
武
勇
を
語
る
話
で
あ
る
。

歌
舞
伎
に
見
る
阿
古
屋
な
る
人
物
は

何
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

能
の
出
典
は
平
家
物
語
だ
と
さ
れ
て
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能
の
出
典
は
平
家
物
語
だ
と
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
平
家
物
語
に
し
て
も

景
清
が
颯
爽
と
登
場
す
る
の
は
、
八

島
の
合
戦
に
お
け
る
三
穂
の
屋
の
十

郎
と
の
錐
ず

き

（巻
十

一
弓
流
し
）

だ
け
で
あ

っ
て
、
あ
と
は
他
の
武
将

と

一
緒
に
名
前
が
出
る
だ
け
で
あ
る

（日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
）
。

「壇
浦
兜
軍
記
」
の
基
に
な

っ
た

作
品
は
同
じ
く
人
形
浄
瑠
璃
で
近
松

門
左
衛
門
作
の

「出
世
景
清
」
で
あ

る
。
更
に
そ
の
典
拠
と
な

っ
た
も
の

は

「幸
若
舞
」
の
景
清

（平
凡
社
東
洋

文
庫

「幸
若
舞
２
し
で
あ
る
。
「幸
若

舞
」
で
は
景
清
の
馴
染
み
の
遊
女
と

あ

こ

わ

う

し
て
清
水
坂
に
住
む

「阿
古
王
」
が

登
場
し
、
景
清
を
訴
え
出
て
、
終
に

は
鎌
倉
方
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。　
一

方

「出
世
景
清
」
で
は
名
前
を

「阿

古
屋
」
に
変
え
て
褒
賞
欲
し
さ
に
景

清
の
密
訴
を
唆
す
兄
と
の
間
で
悩
み
、

景
清
の
妻
か
ら
の
文
を
見
て
逆
上
し

て
訴
人
し
て
し
ま
い
、
あ
げ
く
自
ら

命
を
絶
つ
女
と
し
て
描
い
て
い
る
。

こ
こ
で

「幸
若
舞
」
と

「能
」
の
ど

ち
ら
が
先
か
が
問
題
に
な
る
が
、
能

の
景
清
は
世
阿
弥
の
作
と
も
い
わ
れ

て
い
る
事
か
ら
、
や
は
り
能
の
方
が

先
に
出
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

又
こ
れ
ら
の
典
拠
と
な

っ
た
平
家
物

語
は
、
語
り
本
系
、
読
み
本
系
と

種

々
の
異
本
が
あ
り
、
頼
朝
を
狙

う
事
、
遊
女
の
事
、
清
水
観
音
の
身

代
わ
り
の
話
も
別
の
人
物
の
事
件

が
状
況
設
定
と
し
て
似
て
い
る
も
の

が
あ
る
と
い
う
。
「幸
若
舞
」
は
こ
れ

ら
平
家
の
残
党
の
行
動
を
集
約
し
て
、

し

唯

一
平
家
の
侍
と
し
て
華
々
し
く
描

か
れ
て
い
る
景
清
の
武
勇
談
に
絡
め

て
複
合
的
人
物
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

＊
～
攀
～
＊
～
華
～
恭
～
華
′ゝ
華
～
議
～
簗

遊

行

上

人

太

空

の
博

愛

―

そ

の
２
１

金
春
流
　

飯

島

　

端

治

同
敵
御
方
供
養
塔

藤
沢
市
西
富
の
遊
行
寺
境
内
、
東

門
付
近
に

「敵
御
方
供
養
塔
」

（別

称

「怨
親
平
等
の
碑
」
。
国
指
定
史

跡
）
と
呼
ば
れ
る
石
塔
が
建

っ
て
い

ま
す
。
こ
の
供
養
塔
は
、
太
空
遊
行

中
の
応
永
二
十
三
年

（
一
四

三
〇

、

前
任
の
関
東
管
領
の
上
杉
禅
秀
が
、

鎌
倉
公
方
の
足
利
持
氏
に
対
し
て
起

こ
し
た
叛
乱

（上
杉
禅
秀
の
乱
）
で

犠
牲
と
な

っ
た
人
や
馬
を
、
敵
味
方

の
区
別
無
く
供
養
し
て
、
戦
乱
が
発

生
し
た
日
か
ら
数
え
て
、
ち
ょ
う
ど

三
年
目
に
あ
た
る
応
永
二
十
五
年
十

月
六
日
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

乱
は
、
禅
秀
が
持
氏
の
悪
政
を
諌

め
た
こ
と
な
ど
か
ら
両
者
の
間
に
不

和
が
生
じ
、
そ
れ
が
原
因
と
な

っ
て

起
こ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
初
め
は

禅
秀
方
が
優
位
に
立
ち
、
持
氏
は
鎌

倉
を
追
わ
れ
駿
河
に
逃
れ
ま
し
た
が
、

結
局
は
、
室
町
幕
府
の
支
援
を
受
け

た
持
氏
側
の
勝
利
に
終
わ
り
、
禅
秀

は
鎌
倉
で
自
刃
し
ま
し
た
。

乱
が
お
さ
ま
っ
て
間
も
な
い
二
十

四
年
四
月
頃
、
太
空
は
遊
行
を
終
え

て
藤
沢
に
帰
山
し
、
藤
沢
上
人
に
就

任
し
て
い
ま
す
。
従

っ
て
供
養
塔
の

建
立
に
太
空
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
供
養
塔
に
は
、
次
の
よ
う
な

意
味
の
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

兵
乱
に
よ
り
、
在
々
所
々
で
、
敵
御

方
が
、
箭

（矢
）
や
刀
、
水

・
火
の

た
め
に
命
を
落
と
し
た
。
そ
の
人
畜

（人
馬
）
の
亡
魂

（霊
魂
）
が
、
皆

こ
と
ご
と
く
浄
土

へ
往
生
す
る
よ
う
、

こ
の
塔
婆
を
建
て
た
。
塔
の
前
で
は
、

僧
も
俗

（僧
で
な
い
人
）
も
十
念

（南

無
阿
弥
陀
仏
を
十
回
称
え
る
こ
と
）

な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

碑
文
は
、
兵
乱
の
犠
牲
と
な

っ
た

敵

・
御

（味
）
方
の
霊
魂
を
、
①
敵

味
方
な
く
、
し
か
も
②
人
畜
の
区
別

な
く
平
等
に
供
養
す
る
と
、
供
養
塔

建
立
の
趣
旨
を
述
べ
、
僧
俗
共
皆
、

塔
の
前
で
十
念
を
称
え
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
正
に
、
慈
悲
と
博

愛
精
神
満
ち
溢
れ
る
碑
文
と
言
え
る

と
思
い
ま
す
。

む

す

び

以
上
二
つ
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
謡
曲

『実
盛
』
に
登
場
す
る
遊

行
上
人
太
空
は
、
博
愛
精
神
に
富
む

慈
悲
深
い
人
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
作
者
世
阿
弥
は
、
太
空
の

こ
の
よ
う
な
人
柄
に
感
銘
し
て
、
実

盛
の
霊
魂
と
太
空
と
の
深
い
心
の
交

流
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
こ
の
作
品
を

作

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

言
わ
ば

『実
盛
』
は
、
太
空
な
く
し

て
は
存
在
し
え
な
か
っ
た
作
品
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

Ｌ

【参
考
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献
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『藤
沢
市
史
』
第
四
巻

（藤
沢
市

役
所
）
、

『増
補
大
日
本
地
名
辞

書
』
第
五
巻

（冨
山
房
）
ほ
か
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華

私
の
謡
事
始
め

喜
多
流
　
松
永
　
次
郎

三
十

一
歳
の
時
、
誘
っ
て
く
れ
た
の

が
同
業
者
の
三
世
同
志
で
あ
っ
た
と

い
う
気
安
さ
も
あ
っ
て
、
銀
座
の
裏

通
り
に
あ
っ
た
華
、
茶
道
師
匠
の
お
宅

の
２
階
へ
。
階
段
の
上
が
り
が
ま
ち
に

腰
を
下
ろ
し
た
時
、
聞
こ
え
て
き
た

の
が
内
田
安
信
師
三
十
二
歳
の
声
。
綺

一麗
で
迫
力
の
あ
る
大
き
な
素
晴
ら
し
い

声
、
こ
れ
を
耳
に
し
た
途
端

「俺
、

帰
ら
せ
て
も
ら
う
よ
、
こ
ん
な
声
を

出
す
な
ん
て
出
来
な
い
卜
」
こ
れ
が

謡
に
接
し
た
時
の
第

一
声
で
す
。
「そ

ん
な
事
言
わ
な
い
で
、
折
角
来
た
の

だ
か
ら
今
日
だ
け
で
も
」
と
止
め
ら

れ
、
稽
古
を
受
け
る
事
に
。
そ
れ
か

ら
２
人
で
稽
古
場
に
通
っ
て
い
ま
し

た
が
、
３

・
４
ヶ
月
を
過
ぎ
る
頃
に
は

い
つ
の
間
に
か
相
棒
が
来
な
く
な
り
、

や
が
て
休
み
と
言
う
事
に

「２
階
に

無
理
や
り
上
げ
て
梯
子
を
外
し
た
！
」

と
毒
突
い
て
も
詮
無
い
事
で
し
た
。

能
楽
が
、
世
界
に
誇
る
素
晴
ら
し

い
伝
統
芸
能
の

一
つ
で
あ
る
と
い
う

程
度
の
知
識
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
か
っ
た
男
が
、
何
で
や
っ
て
み
よ

う
と
思
っ
た
の
か
、
自
分
に
と
っ
て
も

不
思
議
な
事
を
し
た
と
思

っ
て
お
り

ま
す
が
、　
一
つ
思
い
つ
く
理
由
ら
し

き
事
は
、
そ
の
頃
の
私
は
親
の
仕
事

を
継
い
で
八
年
目
、
や
っ
と
仕
事
に

も
慣
れ
自
分
な
り
に
余
裕
ら
し
き
も

の
が
出
て
き
た
と
い
う
事
と
、
生
ま

れ
育
ち
は
東
京
京
橋
、
仕
事
場
は
八

丁
堀
と
い
う
下
町
で
そ
の
頃
の
下
町

で
は
、
商
店
、
工
場
の
大
小
を
問
わ

ず
、
親
父
さ
ん
達
が
至
極
当
た
り
前

の
様
に
、
余
技

（遊
び
？
）
を
心
が

け
て
い
て
、
自
分
の
仕
事
と
は
全
く

違

っ
た
芸
事
に
勤
し
む
姿
を
多
数
見

て
い
た
の
で
、
そ
れ
が
普
通
の
事
と

思
い
、
自
分
も
何
か
出
来
る
こ
と
が

有

っ
て
も
よ
い
の
で
は
と
漠
然
と
考

え
て
い
た
事
で
し
ょ
う
。
今
か
ら
考

え
れ
ば
深
く
考
え
も
せ
ず
、
ふ
ら

っ

と
付
い
て
行

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

気
に
な

っ
て
い
ま
す
事
は
愛
好
者

の
減
少
で
す
。
私
が
初
め
て
入
会
さ

せ
て
頂
い
た
会
は
、
７
、
８
名
で
入

れ
替
わ
り
が
あ

っ
て
も
常
時
同
数
位

の
会
員
を
有
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
１
人
減
り
、
１

人
亡
く
な
り
と
壊
滅
状
態
で
す
。
こ

れ
を
何
と
か
し
た
い
と
、
同
級
生
、

友
人
か
ら
知
り
合
い
、
知
り
合
い
の

知
り
合
い
と
声
を
掛
け
ま
す
が
、
最

近
で
は
能
自
体
か
ら
解
説
し
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で

遊行寺境内「敵御方供養塔」
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は
増
や
す
と
言
う
事
は
無
理
な
事
で

す
。か
つ
て
先
代
宗
家
故
喜
多
実
師
は

長
い
間
、

「学
生
能
」
と
称
し
て
学

校
に
話
を
持
ち
掛
け
、
能
楽
堂
に
て

解
説
と
演
能
を
生
徒
達
に
見
せ
る
こ

と
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

又
現
在
横
浜
能
楽
堂
や
久
良
岐
能

舞
台
も
能
楽
愛
好
者
を
増
や
す
為
の

企
画
、
講
座
等
を
積
極
的
に
開
か
れ

て
い
る
事
に
敬
服
致
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
を
な
さ

っ
た
人
々
の
中
か
ら
百

人
の
内

一
人
で
も
、
い
や
千
人
の
内

の

一
人
で
も
能
楽
に
興
味
を
持

っ
て

下
さ
る
方
が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て

止
み
ま
せ
ん
。

率

～

率

～

黎

′ゝ

率

ヽ

摯

・ゝ

藩

～

摯

ヽ

幸

～

黎

合
縁
奇
縁
で
つ
な
が
る
絆

―
耀

々
会

の
仲
間
た
ち
の
こ
と
―

金
剛
流
　

高

木

　

緑

熊
谷
先
生
が
日
の
出
町
に
構
え
て

お
ら
れ
る

「金
剛
流
久
良
岐
稽
古
舞

台
」
で
は
、
お
２
人
の
先
生
に
よ
る

２
ク
ラ
ス
編
成
で
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人

ま
た
は
グ
ル
ー
プ
単
位
に
よ
る
通
常

稽
古
や
、
特
別
編
成
の
合
同
稽
古
な

ど
が
、
常
時
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
い
っ
ば

い
に
行
わ
れ
て
い
る
。

各
グ
ル
ー
プ
に
は
愛
称
が
あ
り
、

「耀
々
会
」
と
い
う
の
は
、
真
知
子

先
生
ク
ラ
ス
の
中
の
、
私
が

一
員
と

な

っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
名
で
あ
る
。

そ
の
構
成
は
、
久
良
岐
能
舞
台
教
室

で
の
偶
然
の
出
会
い
以
来
の
３
人
と
、

他
の
先
生
の
も
と
か
ら
移
籍
さ
れ
た

１
人
で
、
平
均
年
齢
は
７０
才
前
半
の

女
性
４
人
、
謡
と
仕
舞
の
稽
古
暦
は

若
干
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
１０
年
前

後
程
度
。
そ
し
て
心
ば
せ
は
、
少
々

控
え
目
で
い
て
、
早
朝
稽
古
で
も
定

刻
に
参
集
し
、
殆
ど
全
員
皆
勤
の
真

面
目
人
間
揃
い
で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
稽
古
す
る
の
は
謡
だ
け

で
あ
る
が
、
先
生
の
模
範
の
謡
に
続

い
て

一
通
り
同
吟
、
そ
れ
か
ら
役
を

当
て
て
謡
う
。
又
発
表
会
で
連
吟
す

る
時
は
、
役
を
輪
番
か
ジ
ャ
ン
ケ
ン

で
決
め
る
の
が
通
例
の
こ
と
．
記
憶

力
減
退

。
表
現
不
足
を
託
ち
な
が

ら
も
至

っ
て
和
や
か
な
一雰
囲
気
で
あ

スγ
）と
こ
ろ
で
肝
心
の
一，耀
々
会
一
命

名
の
由
来
は
、
と
い
う
と
、〃語
″と

同
音
の
〃耀
〃を
２
つ
重
ね
た
″暦
ぞ́
″

は
、
〃光
り
輝
く
様

の
意

″
と
あ
る
の

を
辞
書
で
探
し
あ
て
た
私
が

一音
の

響
き
の
よ
さ
が
気
に
入

っ
た
の
と
、

こ
の
二
文
字
に
、
皆
が
い
つ
で
も
、

い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
輝
い
て
い
る

よ
う
に
、
と
の
思
い
を
三

め
た
■
一

と
提
案
し
、
会
員
の
賛
同
が
得
ら
れ

て
決
ま

っ
た
次
第
．．

グ
ル
ー

フ
に
名
が
つ
い
て
か

つヽ
の

事
で
あ
る
が
、
全
員
の
苗
字

の
中
に

共
通
し
て
木
が
あ

っ
た
、
い
や
木
が

揃

っ
て
い
る
、
と
い
う
大
発
見
が
あ

っ
た
。
当
初
メ
ン
バ
ー
で
目
下
休
会
中
の

資
一人
は
板
、
在
籍

の
４
人
は
林

・

枚

。
松

。
本
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ

合
縁
奇
縁
と
驚
い
た
が
、
「ど
う
り
で

ヽ

気
も
揃
う
筈
だ

一
と
妙
に
納
得
し
て

大
喜
び
も
し
た
も
の
だ
。

偶
然
の
出
会
い
か
ら
始
ま
っ
た
お

付
合
い
が
、
こ
う
し
て
今
や
気
の
合

っ
た
者
同
士
の
心
安
い
仲
と
思
え
る

よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
当
然
の
成
り

行
き
に
し
て
も
、
本
当
に
嬉
し
い
限

り
、
有
難
い
限
り
で
あ
る
。

わ
が
耀
々
会
の
面
々
４
人
は
、
〃
日

頃
損
得
勘
定
ぬ
き
で
懇
ろ
に
指
導
を

し
て
下
さ
る
両
熊
谷
先
生
の
ご
熱
意

に
お
応
え
出
来
る
よ
う
な
十
八
番
を

持
て
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
―
″

な
ど

と
、
気
持
ち
ば
か
り
は
先
行
す
る
も

の
の
、
未
だ
に
見
果
て
ぬ
夢
物
語
を

語
り
合
い
つ
つ
、
こ
の
夏
も
揃

っ
て

元
気
に
日
之
出
町
通
い
に
精
を
出
し

て
い
る
。

・鮨
・』
一堂
だ

一二
十
四
年
九
月
以
降
の
公
演
案
内

二
十
四
年
度
、
九
～

一
月
の
横
浜

能
楽
堂
の
公
演
予
定
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
ほ
か
毎
月
第
二
日
曜

日
に

「横
浜
能
桑
堂
普
及
公
演
―
横

浜
狂
言
堂
―
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

第

二
十
九

回横
浜
か
も
ん
や
ま
能

十

一
月
二
十
四
日

（土
）
午
後
三
時
開
演

能
楽
師
に
よ
る
実
技
と
解
説

金
子
敬

一
郎
　
笠
井
賢

一

狂
言

「伯
母
ケ
酒

一

（大
蔵
流
）
茂
山
あ
き
ら

能

「雷
電
　
二首
装
東
一

（喜
多
流
）
栗
谷
能
夫

Ｓ
席
四
千
円
、
Ａ
市
三
千
五
百
円
、

Ｂ
席
三
千
円

チ
ケ

ツ
ト
発
売
日

九
月
二
十
九
日

（土
）
正
午
か
ら

（初
日
は
電
話

・
Ｗ

ｅ
ｂ
の
み
）

企
画
公
演

「美
の
世
阿
弥
　
一華
の
信
光
」

第

一
回
　
九
月
二
十
九
日

（土
）

〈第

一
部
〉
午
後

一
時
マ開
演

解
説
　
小
田
幸
子

（明
治
学
院
大
学
講
師
）

能

「山
姥
」

（観
世
流
）
梅
若
玄
祥

〈第
二
部
）
午
後
四
時
半
開
演

能

「皇
帝
」

（観
世
流
）
梅
若
玄
祥

第
二
回
　
十

一
月
二
日

（土

。
祝
）

〈第

一
部
〉
午
後

一
時
開
演

解
説
　
西
野
春
雄

（法
政
大
学
名
誉
教
授
）

能

「砧
」

（観
世
流
）
浅
見
真
州

〈第
二
部
〉
午
後
四
時
半
開
演

能

「玉
井
　
目
怠
」
（観
世
流
）
浅
見
真
州

第
二
回
　
一
月
十
二
日

（土
）

（第

一
部
〉
午
後

一
時
開
演

解
説
　
天
野
文
雄

ヽ

（大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

能

「清
経
　
恋
之
立日凰

（観
世
流
）
大
槻
文
蔵

〈第
二
部
〉
午
後
四
時
半
開
演

復
曲
能

「巴
園
」（観
世
流
）
大
槻
文
蔵

通
し
券

（第

一
部

。
第
二
部
）

／
Ｓ
席
九
千
円
、
Ａ
席
八
千
円
、

Ｂ
席
七
千
円

単
独
券
／
Ｓ
席
五
千
円
、

Ａ
席
四
千
五
百
円
、
Ｂ
席
四
千
円

チ
ケ
ッ
ト
発
売
中

《
編

集

後

記

》

△
第
６０
回
横
浜
能
が
平
成
２４
年
６
月

２
日

（土
）
横
浜
能
楽
堂
で
開
催

さ
れ
、
能

（部
鄭

・
金
春
）
狂
言

（末
広

。
大
蔵
）
を
は
じ
め
素
謡

（翁

・
喜
多
）
仕
舞

（三
笑

・
観

世
）

一
調

（笠
之
段

。
梅
若
）
独

吟

（熊
野

・
金
剛
）
舞
囃
子

（融

・
宝
生
）
な
ど
が
上
演
さ
れ
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
勢

の
能
楽
愛
好
者
に
お
い
で
い
た
だ

き
、
大
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が

出
来
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

△

「幽
玄
第
４３
号
」
ま
で
編
集
委
員

を
勤
め
て
頂
い
て
い
た
観
世
流
佐

野
友
宥
及
び
喜
多
流
伊
藤
博
、
両

氏
が
退
か
れ
た
。

△
新
た
に
「幽
玄
４４
号
」
か
ら
は
観
世

流
鈴
木
幸
江
及
び
喜
多
流
粟
野
稔
、

両
氏
に
編
集
委
員
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
な

っ
た
。


